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１.神奈川県におけるフレイル課題
平均寿命と健康寿命の差を縮めるため（なぜならばこの9～12年という間は介護や医療が必要となり、自
立した生活が送れていない期間であるから）



県内のフレイル予防の現状
• 当会のHPより



フレイルチェッ
クとは

• フレイルサポーターは、参加者と同じ自治
体にお住まいの方で、一定の研修を受けて、
地域の健康づくりの担い手として活躍して
います。



フレイルチェックの仕組み

情報共有の場の設定等 データ 知見の提供

運営・支援 育成

市町村事業

支援 参加

県 東京大学

市町村

フレイルトレー
ナー

フレイルサポー
ター

フレイルチェック測定会

県民



フレイルチェック実施自治体
1 横須賀市 健康増進課 電話番号：046-822-8135

2 平塚市 保険年金課 電話番号：0463-72-7266

3 茅ヶ崎市 高齢福祉課 電話番号：0467-81-7163

4 逗子市 社会福祉課 電話番号：046-873-1111

5 三浦市 高齢介護課 電話番号：046-882-1111

6 秦野市 高齢介護課 電話番号：0463-82-7394

7 厚木市 介護福祉課 電話番号：046-225-2388

8 海老名市 地域包括ケア推進課 電話番号：046-235-4950

9 中井町 健康課 電話番号：0465-81-5546

10 松田町 福祉課 電話番号：0465-83-1226

11 山北町 保険健康課 電話番号：0465-75-3642

12 開成町 福祉介護課 電話番号：0465-84-0316

13 湯河原町 介護課 電話番号：0465-63-2111



東大IOGアカデミー2024第３回フレイル予防
とまちづくり」に関するプロジェクトより

• 超高齢化が進み、かつ人口も減
少していくという厳しい日本の
地域社会で、まちづくりをどう
進めていくのか、実に重い課題
です。国政のみならず自治体行
政、さらに地域社会の関係者の
皆さんにとって避けて通れない
問題ですが、地域社会の中核に
おられるお年寄りが元気で、か
つ社会参加に取り組んでもらう
ことが必要です。（元厚労省事
務次官の辻哲夫氏）

• フレイル予防のための体操教室
をサロン仕立てに変えたら、意
外に広がりが出て参加者数が増
えています。我々としては、工
夫次第で状況を変えられます

⇒今後は団地自治会やスーパー
マーケットなどとフレイル予防の
周知徹底する必要性、介護医療と
の連携が課題になると思います。



①「ポピュレーションアプローチ」
まで広がっていない



②フレイルに関する測定の機会は増えて
きているが・・・様々な課題が
• フレイルチェックなどの測定が目的となっていたり、専門職が主導の教室
や測定会が多い⇒回数や参加者が限定的

• 住民が知りたい「地域のフレイルの課題とは何か」分析が還元されない

• 測定会に無関心層をどう取り込んでいくか

（防災・お祭り・食事会）

• 通いの場へのアウトリーチも増えているが、結局は関心層が多い

• そもそも住民主体と言っても高齢化で担い手が減っている

• 健康づくりのアプリがあっても使い方がわからない、長く続かない

・・・どうしたらよいのか、新たな手を打てない状態が続いている



２．当会と神奈川県がすすめているフレ
イル予防事業（令和7年度）
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フレイルのことを広く住民に知ってもらう
フレイル測定サポーター養成研修 いろんな通いの場でのフレイル測定

仁淀川町でのフレイル測定、ハツラッツを通して
励まし合い、支え合う鯉さんとお支えさん

フレイル予防パンフレットを
活用した説明

フレイル予防の質問票（15+3）の活用
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握力測定指輪っかテスト

身長測定 体重測定

フレイル予防の質問票（１５＋３）

BMI（ボディマスインデックス）の測定
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後期高齢者の質問票のポピュレーションアプローチへの期待
ー住民主体のフレイル予防活動、グループワーク、地域活動の基盤としてー



国事業の一環で、かながわ福祉サービス振興会の協力で三浦市でモデル事業を実施。
フレイル測定サポーターを養成し市内の様々な通いの場等で
「15+３のフレイル測定」を実施しました。

参加者が多い会場では、グループにわけ
て測定を実施。短時間で測定できるので、
元々の教室のプログラムと一緒に測定す
ることができます。

小人数でも
測定できる！

神奈川県三浦市におけるモデル事業の取組

仁淀川との交流写真

高知県仁淀川町との交流。
かけがえのない仲間ができ
やる気アップ！



三浦市でのフレイル測定
サポーター養成研修 通いの場でのフレイル

測定

指輪っかテスト 握力測定

（男性） （女性）

参加者年齢
（n=63、平均年齢：約79歳）

BMI測定

（男性） （女性）

神奈川県三浦市での後期高齢者の質問票（１５＋３）を活用した
住民主体のフレイル測定（結果の概要）

サポータ養成研修
（26名参加）

実施場所；4つの異なる「通いの場」タイプとイベント会場（市民まつり）
①少人数サロン（参加者7名程度、サポータ4名） 個人宅、三浦診療所）
②老人福祉センター（参加者28名、サポーター10名）
③区民会館（参加者21名、サポーター5名）
④三浦市民まつり（体験参加者約100名、サポーター１０名）

実施結果概要
①１５の質問票の回答は比較的良い結果であったが、実測値では握力、
ＢＭＩとも低い方の割合が多かった。
②個人サロンや小規模の場所を管理している方々にとって定期的にフレイ
ル測定ができ様々な活動に繋がっていくのが良い。



令和7年度神奈川県の介護予防に係る市町村支援①

■地域包括ケアシステム推進のための専門職員等派遣事業

地域包括ケアシステムを深化・推進するため、
県が市町村単独では人材確保が困難な専門職員
及び先進的な事例や先駆的な知見を有する者、
リハビリテーション専門職等を市町村や地域包括
支援センター、通いの場等に派遣する事業です。
（かながわ福祉サービス振興会に委託して実施）

《通いの場への派遣例》
・介護予防・認知症予防の運動(R6)
・認知症カフェでの介護予防(R6)
・通いの場立ち上げ支援(R5)
・通いの場定着支援 住民主体の健康づくり(R5)  等

市町村向け

Ｒ７年度はフレイル測定トレーナーも派遣可能にし、
フレイル測定会・サポーター養成講座も開催できるようにしました



令和7年度神奈川県の介護予防に係る市町村支援②

■市町村介護予防事業支援のための人材育成講座

令和３年度から、高齢者の社会参加・支え合いの体制づくり、高齢者の保健事
業と介護予防の一体的実施等、近年の市町村介護予防事業に対応するため「市
町村介護予防事業支援のための人材育成講座」（初級編・中級編）を実施して
います。

対象
・市町村の介護予防事業担当者
・介護予防事業に従事する専門職
・通いの場に関わっている人や
興味のある個人、団体等 

県民向け市町村向け

職能団体が開催する研修（上級編）と連携し、
専門職のスキルアップと地域での活躍を目指
しています。

Ｒ７年度 ※フレイル測定や三浦市の取組を紹介
◼ 「通いの場におけるフレイル予防 実践編」開催
◼ 「通いの場におけるフレイル予防 応用編」開催



令和7年度神奈川県の介護予防に係る市町村支援③

■通いの場への伴走支援

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の開始にあたり、令和３年度から令和６年度まで
「一体的実施にかかる通いの場への伴走支援」を実施しました。一体的実施では、フレイル状
態に着目した対策がポイントであることをアドバイスしてきました。

アドバイザー（神奈川県立保健福祉大学 田中和美教授）
市町村の課題に寄り添いながら、市町村が自ら考えながら効果的な取組を実施できるよう、
アドバイザーから助言を受け、県が継続的に市町村に伴走して支援を行います。。

・アドバイザー派遣３回程度／年（県職員が毎回同席）毎年３～４市町村
・伴走支援参加市町村同士の情報交換会を実施し、事例の横展開を図った。
・コロナ禍は、通いの場の活動状況も様々。

‣各市町の担当者の個別の状況に応じた支援を実施。

・令和６年度は県内すべての３３市町村で一体的実施を開始したため、
令和７年度からは「介護予防機能強化のための伴走支援」にリニューアルして実施。

市町村向け

県職員 アドバイザー 市町村

市町村に寄り添い
伴走して支援

神奈川県PRキャラクター かながわキンタロウ



三浦市の「住民主体の15+３のフレイル測定」モデル事業を

既存の事業を活用し県内市町村に横展開していきます

「フレイルチェック(東大方式)」及び「住民主体の15+３のフレイル測定」双方の
メリットや活用の可能性を周知し、住民主体の通いの場等への展開を目指します

フレイルに係る庁内連携

健康増進課

未病改善・フレイル対策

高齢福祉課

介護予防・一体的実施

健康寿命の延伸フレイル対策

高齢になってもいきいきと暮らせる



＊カントリークラブでのフレイルチェック



＊未病指標との連携
（メンタルヘルス・ストレス）

• 核になるのは、住民サポー
ターへのアプリ導入支援

• 住民サポーターが活用できる
ようになると、通いの場等へ
広がっていく

• フレイル測定と合わせて、い
つでもセルフチェックが可能



３．今後の展望
（R7.11.20フレイル予防推進会議にて）















ご清聴ありがとうございました

２）フレイル予防

への問い合わせ
naritas@kanafuku.jp

045-514-1182

担当：成田

１）かながわフレイルナビ

：神奈川県のフレイル予防

の情報がわかりますので、
https://frail.kanafuku.jp/

是非、ご覧ください
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